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第36回制癌シンポジウム『放射線生物学が描く、照射技術を超える放射線治療戦略とは』 
2006年6月30日（金）シティー弘前ホテル（弘前市） 
シンポジウム１「放射線による生物学的初期反応と修復̶先行指標を求めて」10：30-13：00 
座長（窪田宣夫（茨城医療大）、晴山雅人（札幌医大）） 
１．DNA２重鎖切断修復と初期反応（小松賢志（京都大）） 
２．発癌、放射線感受性とDNA２重鎖切断修復能（坂田耕一（札幌医大）） 
３．低酸素細胞の修復能（古澤佳也（放医研）） 
４．DSB修復阻害と放射線増感（岡安隆一（放医研）） 
５．SNPs 解析による有害事象予測（大屋夏生（熊本大）） 
 
シンポジウム２「高精度放射線治療の生物学的考察と臨床」14：00-16：30 
座長（芝本雄太（名市大）、松本英樹（福井大）） 
１．遷延された治療コースは修復にどのような影響があるのか？ 
1-1. 時間が修復に及ぼす影響の分子機構（細井義夫（東京大）） 
1-2. 間歇的照射におけるElkind回復とReoxygenation（杉江愛夫（名市大）） 
２．低LET線１回大線量照射による治療効果をどう考えるか？（白土博樹（北大）） 
３．放射線障害はDVH関連パラメーター（物理情報）で予測可能か？（辻野佳世子（兵庫県立成人病センタ
ー）） 
４．高精度放射線治療の現状と生物への期待（高井良尋（東北大）） 
特別発言 治療直前の CT 撮影は放射線感受性を変えるか？（松本英樹（福井大）） 
 
生物部会幹事会：13：00̶14：00 
生物部会総会 16：30̶17：00 
懇親会 17：30̶20：00 
 
第 45 回日本医学放射線学会生物部会 
2006 年 7 月 1 日（土）シティー弘前ホテル（弘前市）9：00-16：00 
一般演題公募（5 月 13 日締切） 
特別講演「TGF-βシグナルの制御と線維症・がん」12：00-13：00 
演者 宮園浩平先生（東京大） 
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TEL: 0172-39-5102/5103 FAX: 0172-33-5627 

E-mail: abe@cc.hirosaki-u.ac.jp  ( ) 

radio-jm@med.hirosaki-u.ac.jp  ( ) 


